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Abstract

This　paper　examines 　the　practicality　of 　a　two・semester 　elective 　general 　education

English　course 　 taught 　to　third　 and 　 fburth　year　students 　in　the　Faculty　of 　Policy

Studies　at 　Nanzan　University，　 Nagoya．　 The 　two ・
semester 　course 　（basic　and

intermediate　skills ＞　fbcuses　on 　practical　 Japanese・English　interpreting　and

translating　skills 　for　the　workp 正ace ．　Guided　by　ESP 　theory　and 　its　characteristics ，　the

aim 　of　analyzing 　these　courses 　is　to　determine　the　practicality 　of 　the　applicable 　skills

taught 　during　the　two　semesters ．　Using 　an 　open
−
ended 　survey 　and 　semi

−
structured

interview　as 　a 　fbllow　up ，　students 　taking　the　course 　were 　asked 　to　reflect 　on 　issues　of

study 　motivation 　and 　the　practicality　of 　the 　skills 　they 　leamt ．　A 　qualiもative 　analysis 　of

the　survey 　and 　interview　responses 　is　discussed　in　this　paper 　and 　aims 　to　show 　how 　a

f（）cus 　on 　practical　skil 裏s　acquisition 　can 　indeed　contribute 　to　high　levels　of　study

motivation 　and 　a　sense 　of　practieality　among 　students ．

Keywords 二ESP ，　practicality，　student 　motivation ，　interpreting，　translation

1．は じめ に

　社会 の グ ロ
ーバ ル 化 が進むに つ れ、職 場で 英語 が使 える人材 に対 す る需要 が 日本 で も

年 々 高ま っ て きて い る こ とは言 うま で もな い （Chapman ，2003 ；British　Counci1，2006）。

Orr （1998）が 示す よ うに 、　ESP （English　for　Specific．Purposes）教育 の カ リキ ュ ラ ム に

置 ける明確な位置 づ けや 実用性 が ます ます求 め られ るよ うに な っ て 来て い る。

　そ れ を背景 と し て 、大 学 ・学部 の 教育理念 とニ
ーズ 、及 び学生 の ニ ーズ に合 っ た適切な

英語教育を行 な う必要性が認識 される よ うにな っ て きた。 筆者が勤務す る南 山大学総合政

策学部で は、教育目的 と して 「グ ロ
ーバ ル な環境にお い て 問題発 見及 び 解決が で き る人材

の 育成」 に カ を注 い で い る （原 田 ・石 川 ・渡 辺 ・中郷 ・松本 ・樗木，2008 ） 。
2001 年 に

学部 が 開 設 し て 以 来、当学部 の 英語 教育 プ ロ グ ラ ム （NEPASi 　 NANZAN 　 ENGLISH

PROGW 　M 　AT 　SETO ）は 、英語 で 学び英語 で 発 信す る 「使 え る英語 」の 育成を 目指 して 、
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学部教育 目標達成の 上 で 必要 不 可欠 な役割 を果 た して 来た。英語 を学ぶ だけで は な く、英

語で 問題発見
・問題解決 を行 う こ と が で き る よ うな ス キ ル を さら に 高め る た め 、学部教育

と英語教育の シ ナ ジ
ー

的ア プ ロ
ー

チ を柱 とす る取組み を開始 し、そ れ は 2005 年度文部科

学省か ら現代的教育ニ
ーズ 取 り組 み プ ロ グ ラ ム （現代 GP ） と して 採択 され た 。 そ の 取組

の 目的は、グ ロ
ーバ ル 社会にお い て 「使え る英語 」 と幅広 い 教養 を駆使 し て 、問題発見 ・

解決が で きる人材 を社会に輩出す る こ とで ある。

　 現代 GP 取組の ス タ
ー

トに 合わせ 、2005 年度 よ り、実務英語 （筆者 が担 当する上級英語

A ）、職場 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ス キ ル （同 じく筆者が担 当する上級英語 B）、ビ ジネ ス プ レ

ゼ ン テ ーシ ョ ン英語 （上級英語 C）、英語 で学ぶイ ベ ン ト企画及 び 交渉、等 の 実践能力 を養

成する選択 科 目が設 け られ た。こ れ らは 直接的 に ESP 型授業で は な い が 、実務英語 （上

級英語 A）お よび職場 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ス キル の 授業 （上級 英 語 B）は、ESP 的アプ ロ

ー
チ を手法 とす る授業で あ る。言 い 換え る と、Dudley −Evans と St．　John （1998）が示す

ESP の 特徴 （General　Englishと教授 法 が異な る こ と、職場な ど特定 した環境 に関連する

こ と等）をガイ ドライ ン にデザイ ン した授業 とな っ て い る 。
こ の よ うな背 景 の 中で 、筆者

は、現代 GP の 取組み 目標の 中の 次の 2 項 目と関連 させ て 、これ らの 授業 を展開 し て きた。

1．　 英語 を学ぶだ け はな く英語 で 学ぶ こ とに よ り、使え る英語 の 習得を 目指す こ と 。

2．　 学生 の 異文化理 解及び 意識 を高め させ るこ と。

　本稿で は、著者 が担 当す る上級英語 A と上級英語 B に お い て 、通 訳 ・翻訳 訓練手法を用

い た授業 ア プ ロ ーチ が 、「職場で 英語が使える人材 の 育成」に どの よ うに役立 っ た と認識 さ

れ た か に つ い て 、学生 へ の 質問 の 結果 に基づ い て 論ず る 。

II．授 業で 用 い た通 訳 ・訓練手法

　実務英語 ス キル を高め る こ とをね らい と して開講 され て い る上級英語 の 授業は、A （春

学期） と B （秋 学期） （週 1 回 ： 90 分）に別れ る。A は 通訳 ・翻訳の 基礎 ク ラ ス 、そ して B

は通 訳 ・翻訳の 応 用 ク ラ ス とな っ て い る。学習 目標 は 、和英通訳 翻 訳 の 基本 ス キ ル を身 に

付 ける他 に、ビ ジネ ス で使 われ て い る英語 の 語 彙 ・表現 を学ぶ こ と、異文化理解を高め る

こ と、そ し て 毎週 3 時間程度の 授業外学習 （ノ ー
トテ イ キ ン グ、シ ャ ドーイン グ の 練習、

ビジネ ス 語彙学習 （毎週小 テ ス ト実施））を通 じて 自律学習の ス キ ル を高め る こ とに あ る。

　 ．ヒ級英語の 授業展開に つ い て は 、そ れ ぞれ の 週 の 内容及び 目的を以下の 表 に述 べ た 。
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表 1．

週

1− 2

3− 6

7−一工2

13

14・15

上 級英語 A の 授業の ね らい と内容

　 　 テ ーマ

翻 訳
・
通訳 とは何 か

通 訳 の 基礎

翻訳の 基礎

プ レ ゼ ン テ ーシ ョ ン

レ ビ ュ
ー

◆

　ね らい と内容

通 訳 と翻 訳の 特徴や違 　 ◆

い を理 解させ る

◆　　Real　world 　tasks　 （イ

　　 ベ ン ト の 挨 拶 ス ピ
ー

　　 チ ）を体験 させ る

◆ 　 職場 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

　　 ン に 起 こ り うる社員 同

　　 士 の 会話を通訳 させ る

◆　 和文英訳 の 基本知識 を

　　 習得 させ る

◆　 ビ ジネ ス E メ
ー

ル の 和

　　 文英訳 を させ る

◆

◆

◆

通 訳
・
翻 訳 現場 に っ い

て 発 表 させ る

現 場 の 状 況 を把 握 させ

る

上級 英 語 の 授 業内 容全

体の キ ーポ イ ン トや ス

キ ル を復習 させ る

◆

　 手法

シ ヤ ド
ー一

イ ン グ 、

ノ
ー

トテ イ キ ン

グを練習 させ る

ノ
ー

トテ イ キ ン

グ の ス キ ル を活

か せ る

O　　 Translation　tools
　　 （辞 書 や イ ン タ

　　
ー

ネ ソ トの 効 果

　　 的な使用 ）を練習

　　 させ る

◆ 　 仕 事 に っ い て の

　 　 リサ
ー

チ ス キ ル

　　 を 身 に っ け さ せ

　 　 る

◆ 　 習 得 した ス キ ル

　　 を意識 させ る

表 1 で示 した よ うに、通訳 と翻訳 の 基礎的な ス キ ル をブ ロ ッ クに分 けて 、real 　world 　tasks

（実社会や職場 で起 こ り うる状況 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ）（Nunan 　1989，　Cheung 正997）を作 り

出 し、応用的なス キ ル を発揮 させ る ような構成 とな っ て い る。 こ の 場合 の 発 揮 とい うの は

基礎能力を real 　world 　tasks の 場面 に 当て は め て 使 うとい う応用力を意味す る。また 、学

期末 には、学生 自らが 、専攻 に関連 した 日本語 資料、例 えばゼ ミ関連 の 資料や ビ ジ ネス 関

連の 記事を選 び、それ を英文に翻訳 し て レ ポー トとし て 提出 し て も らうとい う課題 を与え

た 。

　秋学期に始 ま る上級英語 B は A で 触れた職場 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン をメ イ ン テ ー
マ とし、

表 2 で示 され て い る通訳 翻 訳 の 応用 ス キ ル に焦 点 を 当 て た 。 そ の ため 、上級英語 A を履

修済み で ある こ とが望ま し い とし て い る。

表 2．

　 週 目

1

上級 英語 B の 授 業の ね らい と内容

　 　 テ
ー

マ

翻訳 通 訳 ス キ ル

基礎か ら応用 へ

◆

◆

　 　ね ら い と内容

上級 英語 A を リ ビ ュ
ー

する

職場 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に

お け る応 用 的 な 翻訳
・
通訳

と は 何か を 理 解させ る

　　　 手 法

◆　 応 用 的 な翻訳
・

　　 通 訳 ス キ ル を

　　 練習 させ る
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2− 7

8 − 13

通 訳 の 応 用

翻訳 の応用

　 　　　 求職応 募の シ ミ ュ レ
14・15
　 　 　 　 　 　 　

一
シ ョ ン

◆　 職場通訳 の 中で 実際に 起 こ 　 ◆

　　 り うる状況 （会議 、ス ピー

　　 チ 、ビ ジネ ス プ レ ゼ ン テ ー

　　 シ ョ ン等〉 を体験 させ る

◆

◆

◆

仕事に 実際に有 り得 る も の

（授業員 マ ニ ュ ア ル 、 ビ ジ

ネル レ タ
ー

、E メ
ー

ル 、企

画書等））を取 り上 げて 和 英

翻訳 をさせ る

外資系企 業等の 応募 に 向け

て の 必 要 な ノ ウハ ウを覚え

させ る

外 資系 の 英語 面接を体験 さ

せ る こ と。

　　 応 用 的 な シ ャ

　　 ドーイ ン グ、ノ

　 　
ー

ト テ イ キ ン

　　 グ を 使 っ た 通

　　 訳 の 練 習 を さ

　 　 せ る

◆ 　 応 用 的 な 和 文

　　英 訳 の ス キ ル

　　 を磨かせ る

◆ 　 英 語 の カ バ ー

　　 レ タ
ー

及 び 履

　　 歴 書 を 書 か せ

　 　 る

◆ 　 英 語 の 面 接 に

　 　 よ く 出 て く る

　　 質問を分析 し、

　　 答 え を 用 意 さ

　 　 せ る

なお 、学習 目標 と して は、 ヒ級 A に 引き続 き、通訳 翻 訳 の ス キ ル 習得 の 他、異文 化理解

の促進 、ビジネ ス 語彙の 習得、自律学習 ス キ ル の 獲得 とな っ て い る c

III．本調査

　実用的なス キル を学生 に習得 させ る こ とを 目標 と して 授業を構成 ・デザイ ン する にあた

り、ESP の 特徴の 1 つ で あ る 、「授業 を特定 し た環境に関 連 づ け る こ と」 を念頭 にお くこ

とが 大い に役立 っ た。Orr （1998）が強調 す るよ うに、　 ESP 講座 を履修する学生 の モ チベ

ー
シ ョ ン は受講前か ら高い 場合 が多い

。 従 っ て 、 元 々 高い 学生 の モ チ ベ ー
シ ョ ン をさらに

高め る こ とがで き るよ うな実用 的 か つ 有用性 の 高い 授業内容 を構築す る こ とが課題 となる 。

　それ を踏ま えて 、 本 調査 の リサ
ー

チ ・ク エ ス チ ョ ン は 、上級英語 A ・B で とっ た ESP ア

プ ロ
ー

チ の 原理 に 基 づ く授業手法 が 、どれ ほ ど学生 の モ チ ベ ー
シ ョ ン に影響を与 えたか 、

そ して授業内容 が学生 に有用性 を感 じさせ る こ とが で きた か を調 べ る こ とで ある。 こ の リ

サ ーチ ・ク エ ス チ ョ ン に つ い て 、学生 が答えた回答記述式 の ア ン ケ
ー

ト及び授業観察に 基

づ き考察す る。

　学生 の 履修理由、学習 モ チ ベ ーシ ョ ン 及び期待を はか る た め 、秋 学期末 にア ン ケ
ー

トを

実施す る他、毎回 の 授業 に て 行 っ た ビ ジネ ス 英単語 及 び和英翻訳の 小 テ ス トの 結果 も参考

に した 。 ドル ニ ェ イ （2006）が示 すよ うに 、回答記述 式 の ア ン ケー トは量的なデータを得
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るた め では な く 、 限定的 な回答 を求 め るた め に使 うア プ ロ
ー

チ で あ っ て 、質的な研 究で よ

く見 られ る対象人数が少 ない 場合に よ く使われ る。質問の 項 目数が少 ない
一’方、質問の表

現に より 自由度が 高い た め、回答者が 自分 の 言葉で 表す こ とが で きる。従 っ て 豊か なデー

タ を得 る こ とが考えられ る 。

　対象 の 人 数が 少 ない こ とか ら、本調査は
一一
般 化で きるよ うな 量的ア プ ロ

ー
チに適 して い

ない が、そ の 代わ り限定 し た対象者が 回 答記 述式項 目に つ い て 答 えた生の 声を取 り入れ、

担当講師で あ る筆者の 観察を取 り入れ る質的ア プ ロ
ー

チ を とる こ とに し た。本稿で は ア ン

ケ
ー

トの 結果 と観察ノ
ー

トの 詳 細を分析 したこ とを述 べ る。

1．対象

　本調査 の 対象は 2007 年度に 上級 英語 A と B を履修 し た 学生 、総合政策 学部 の 3、4 年

生で 、A 講座 では 20 人、そ し て B 講座 で も 20 人 （全員上 級英語 A 履修済み 〉で あっ た。

それ ぞれの 学生が 専攻するゼ ミは、開発経済 、
NPOINGO

、 環 境関係 、都市開発 、国際関

係な ど様 々 な分野 か らな っ て い るため、学生が将来の キ ャ リア と して 目標 と して い る職業

域や企業は さま ざまで あっ た 。 英語 の レ ベ ル に つ い て は受講時に特に測定 して い な い が 、

全員が 1 年次英語 科 目受講時に は 習熟度別 の 上級 ク ラ ス を受講 した学生で あ る。習熟度別

の 上級 ク ラ ス とは 、TOEFL 　ITP （lnstitutiQn　Testing　Program ＞Level　2 （500 点満点〉の

ク ラ ス 平均 点が 470− 490点範囲 で ある こ とが 1 つ の 参考に なる 。

2．ア ン ケ
ー

ト及 び 半構造化聞き取 りデー
タ

　上級英語 B の 第 14 週 目 の授業 （通年で 第 28 週 目）にお い て 、5 項 目か らなる回 答記述

式ア ン ケニ トを実施 した。質問項 目は英語 で 書かれ て い たが、回答者は 英語で 答 えて も、

日本語 で答 え て も良 い と し た 、
ア ン ケ

ー トの 質問項 目 は 次の 通 り で あ る 。

L

幺

a4

5．

What 　was 　yQur 　motivation 　fbr　taking 　these 　courses ？

What 　were 　your　expectations 　toward 　these　courses ？

What 　skills 　have　you 　learnt丘 om 　these 　courses ？

Do 　you 　think 　these 　courses 　have　been　practical？Please　explain 　why 　you 　feel　that

way ・

How 　would 　you 　like　to　use 　these 　skiUs 　in　the　future？

ア ン ケ
ー

ト回 答 の 意 味等 を確 認 す る た め 、 フ ォ ロ ーア ッ プ と し て 半構 造 化聞 き取 り

（semi ・
str

’
uctured 　interview） も実施 した。
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rv．結果

1 ア ン ケ ー ト・半構造化 聞き取 りの 結果

　ア ン ケ
ー

ト及び 聞 き取 りの 結果か らは 、講座に 対する実用性を始め 、モ チ ベ ー
シ ョ ン （質

問項 目 1）などに つ い て様 々 な こ とが示 唆 された。それ らを、項 目ご とに以 下 に まとめ る。

　まず、質問項 目 1 に つ い て学生 の 「学習モ チ ベ ー
シ ョ ン 」 を示す記述回 答は 大 ま か に 次

の 2 項 目に分けられる。

◆　　 「仕事で 英語 を使 い た い 」

　第
一

に、受講 し た学生は 「仕事で英語 を使 い た い 」 とい う学習モ チ ベ ー
シ ョ ン ・意識 を

持 っ て い る こ とが 35 人 中 32 人 の 答え か ら示 唆 され た。それ を表す 回答は 次 の 通 りで あ る。

”1　think　that 　．／　vai？1　need 　EngliSh　sin ？ls　in　my 　fiiture　career
’

　（g’ ‘

tf　＃2丿

‘’1　want 　to　work 　at 　a 　tra（ding　company 　and 　wifl 　n θed 　good 　busifless　English　skillls 　there　
”

（44k＃20？

“
窃 θ 1｝1C τθθ3 θ 加 加 ’θ」rna 　tiona！　trade　e　ven 　in　small 　and 　medium 　

“
sized 　companies 　means

there　wil1 　sure ！y　be　many 　opportunities 　and 　nec θssities 　to　use 　Enghbh 加 business．”

r学空承〃ノ

◆　　 「英語 の 実用 的な ス キル を身 にっ けた い 」

　第二 に 、「英語 の 実用 的 な ス キ ル を身に つ けた い 」とい う意識が学生全員の 答 え か ら示 さ

れ た。それ を表す回 答は 次 の 通 りで あ る。

“
7｝anslai 血g　skills 斎 o 盟 ♂勿 a η θ5 θ to ．劭 帥 訪 wlll 　make 　m θ amore 　 attractive

employe θ ．
”

（2− k ＃ 13？

‘1　ha　ve 　a／ways 　wanted 　to　learn　ho　va　to　transla 　tθ　and 　illterpret．　／　think　these　skills 　wifl

be　very ・practica／in　the　” Orkplace 　if1　vvork 　for　a
’
n 　ihternatiOnal 　company 　

”

　r学拳 4102
“
Jha　ve 　Sρok θ n 　to　many 　Ofmy 　sem ρai 　（senibrs ？　who 　are 　veorking

・
nOVV 　Som θ　ofthem 　can

speak 　Engfish　and 　told　me 　that　ha　wing 　translation 　ski71s 　WOU 」ld　bθ vei 　y　beneficin／for

Tvork ．
厚
俘 堂 4ψ

◆　　「通 訳 翻 訳 の 基礎知 識 とス キル を実際的な場面で よ り応用的に使 い た い 」

　また 、全体的 な回 答結果 を見て み る と、「通訳 ・翻訳の 基礎知識 とス キ ル を実際的な場面
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で よ り応 用 的 に使 い た い 」 と い う意識 が示 され た 。 実際 に通 訳 翻 訳 ス キル を将来の仕事に

活か し た い と答えた学生は 35 中 28 人だ っ た。

”
My 　rnotivation 　ib　to　app ／y 　the　ski71s 　practically 　that　J　gained 　in　Uokyu 」

M．igO・A 　and 　B ．　
’

r牲 棚

”
f　want 　to　1θarll 　more 　applications （ofinterpreting　and 　translation 　in　businθ ss

” r学童

＃18）

‘7   3a わノθ to　use 　some 　translating 　ski77s 　during　the　summer 　vaeation
，
　SO 　」　want 　to

fearn　more 　and 　beeome　bettet　”

　r学生 41勿

「授業に対す る学生 の 期待」 を問 う質問 （質問項 目 2 ）に対す る回答 は、下記の よ うに 「実

用 的 な ス キ ル を身に っ け る」 と い う内容が 主 であ っ た D

◆　 　 「実用的な ス キ ル を身 に っ ける 」

”
」　want 　to　increasθ　my 　busihθss 　English　vocabularJ 　

”
　（一
’
t1

’i
’
一塗 　＃14？

‘
7hope　tO　use 　the　class 　con 　tent　to　increase　n ？y 　business　Engh

’
sh 　eOmmunica 　tion　skills ．　

”

r学堂 4L1丿

ワ 4・n
’t／ust 　vprant　to　acquire 　new 　vocabufar γ　and 　communil ・ation 　methods ．　bui　」　als ・

want 　to　lea」rm　hOVV　to　use 　them 　properly 　
” r学Ati＃8？

◆　　 「異文化理 解及 び認識 」

　上記 の 学習モ チ ベ ーシ ョ ン と講座 へ の 期待をたずね る質問 （質問項 目 1、2）に 関連 し、

「受講 した結果、実際に どの よ うな ス キル を身に つ け る こ とが で きた か 」 （質問 項 目 3）を

たずね た 。 学生 の 回答か ら示唆 され た の は 、
ビ ジネ ス 英語力 の 上 達 （35 人 中 32人）、翻訳

・通訳 ス キ ル の 修得 （35 人 中 28 人）の 他に 国際 ビ ジ ネス に お い て 必 要 とな る 異文化理 解に

つ い て の 意識 （35人 中 30 人） が 高ま っ た と い う声で あ っ た 。

　 f授業 の 実用性 を ど う感 じ た か 」 （質問項 目 4） とい う問 い に 対 し て は 、35 人 中 33 人 の

学生 が実に 実用的だ と感 じた こ とが示 唆 され た。具体的な理 由に つ い て の 記述 は次の 通 り

で あ る 。

‘
艶 Sboth 　eourses 　 ewere 　praetiea／bθeause 　we 　were 　made 　to　use 　the　voeabulary 　and

phrases 　 and 　the 　transla 　tion　and 　interpreinhg　ski71s 　through 　the 　tests，　 tasks　and

homework ．
”

　（＋
s

塗 ＃9？

“Yes，　 they　were 　verア　praetical．1　did　an 　in　ternshii　 durin8　the　summer 　vaeation 　and 　1
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had　to　 use 　 the 　 transla 　inbn　 skfflS 　l　learnt．　 it　 veas 　 all 　 very 　helpful　and 　 t　nova 　fee／

confid θ nt 　about 　using 　English　at 　rvOrk ，
”
　儺 彦16丿

’‘Yes
．
　 when ∫ urent 衄 astudellt 　tour　to　E 召η ρθ 加 the　suinmer 階 α 薀  

，
∫ had 　to

in　terpret　for　oth θr 　studen 　ts　and 　also 　for　som θ ofi7cia ／even 　ts
．
　SO 　thθ　interpretin8　skrls

andpraetice 　hθiped　me 　to　do　a 　good ／

’
ob ．　

”

　r学空
齟
彦20♪

“Yes．乃m 　norv 　thJ
’
nking 　abOut − ritillg 　m ア thesis　about 　eeonomic 　developm θ nt ．　 SO 　the

business　vecabulary 　and 　the　tramsla 　tion　ski71s 　haI1θ 望

『
ven 　m θ　confidence 　to　do　it．　”

　r学

k ＃22

　 最後 の 質問 （質問項 目 5）は 「授業で 修得 した ス キ ル を将来的に どの よ うに活か し た い

か 1 とい うこ とに 焦点を当てた。こ の 質問の ね らい は 、学生が上 で 述 べ た講座の 目標を ど

の 程度共 有で きた か を知 る こ とに あっ た。結果か らは 、そ の 共有を達成で きた こ とが わ か

る。具体的な回 答例は次の 通 りで ある 。

“
lplan　to　wor 　r　for　a　tradin9　eom ρan ア　in　the　future，　SO 　the　skiUS 　／gain θd　are 　priceless ．

乃msure 　that ／ vail1　n θed 　to　intθrpret　and 　transia　tθ at 　rvork ，　SO 　that　is　rvh θre ∫　rvould

iikθ to　us θ these 　sla71s ．
”
　ピ学空 戸11丿

”f　am 　going 　to　vaork 　at 　a 　foreign　ibsurane θ eompafi ヌ These 　courses 　h θlpθd　me 加 the

加 6θ〃   W 　be（コa 　US θ　thθ 　in　tervie　w θrs 　asked 　wh θther ∫ had 　amy 　transla 　ting 　 or

in　terpre　tin9　skills ．　Wh θn 　i　tOid　thθm 　about 　this　course ，　they　became　vetypositiye ，　SO ／

think 　1　wi71 　ha 　ve 　a 　lot　ofchan 　C θ to　US θ these 　sinlls ．
”
　僕 空 41ω

‘A／though　J　probab ！y　won 　
’t　rvork 　in　an 　Ol？7ee，　the　foeUS　O∫busiη ess 　and 　translatibn

praetiee　eVi71 　be　U5efU ／　at 　gradua 　te　school 　bθca 　US θ　may 　field　ofstudy 　is　business　rela 　ted．　”

　r学（象4男

“Th θ eo 　urs θ s 　 were 　hard
，

か雄 ∫曲 昨 α ぞ皿 θ to　feel　1　eould （do　thθ taSks．　SO，　if1 　ha　ve 　a

chane θ to　US θ　English　in　th θ ororkplace ，∫　think 　／　wellPrepared 　nOFu 　
”
　r学と生 〃1ノ

2． 担当者 の 観察 よ り

　春学期 と秋 学期の 両講座 で 常に 学生 の 反応 を観察 し た。観察 に お ける観点 は 、1）学生

の 実務英語 ス キ ル （通訳 ・翻訳）の 上 達度、そ して 2）学習 ス トラテ ジー
を学生が どの 程 度

意識 で きて い る か とい う 2 点で あっ た 。

　上達度に関 しては、毎回 の 授業の 始め に実施 した和英 ・英和の 小 単語及び翻訳 テ ス トの

結果 か らは 学生 が 真剣に 取 り組 ん だ こ と が伺 え 、教員 と し て の モ チ ベ ー
シ ョ ン 向 上 に 繋が

る結果だ っ た u ほ とん ど の 学生は単語 の 暗記 度は もち ろん 、テ ス トの 和英英和 の セ ク シ ョ
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ン で も直訳で は な く意味 を正確 に とらえ て の 意訳が多 く目立 っ た 。 もち ろん文 法的 な間違

い が あっ た り誤解 もあ っ た り したが 、それ を学生が 自己添削 し、ク ラ ス 全体 で リビ ュ
ー

し

た こ とに よ っ て 1 人 1 人の 学生の 理解度が 高ま っ た よ うで あ っ た。授業開始時か ら毎週実

施 し た小 テ ス トに よ り、学生 は 自習の 習慣 を身に つ けた 。 単語 を暗記す る だ け で な く、正

しい 意味や使 い 方 を知 りた い とい う意欲も 多く伝わ っ た。

　学習ス トラ テ ジー
を学生 が ど の 程度意識 できて い る か に つ い て は 、 学生 は 春学期 の 上級

英語 A で初めて通訳 ・翻訳術 （ノー トテイ キン グ、辞書やイ ン ターネ ッ トの 使 い 方、シ ャ

ド
ー

イ ン グ等）に触れ た こ と で もあ るが、秋学期の 上級英語 B で は 同様の 通訳訓練 に戸惑

うこ とな く積極的に取 り組ん だ。ま た、授業で 実施 し た タ ス ク （小 テ ス ト、通 訳練習、翻

訳シ ー ト等）に つ い て 、学生 か ら疑問に 思 う部分や意味確認の た め の 質問が頻繁に 活発に

出 された 。
ス キ ル を向上 させ た い と い う高 い モ チ ベ ーシ ョ ン を維持 させ る こ とが で きた こ

とに よ っ て 、学生が積極的 に取 り組 んだ印象 が強い
。

v．考察

　前述 した回 答か ら、多 くの 学生 に職場で 英語が使 える と い う自信が つ い た こ とが示唆 さ

れ る 。 とは い え 、 将来仕事で 英語に触 れ た り実際に使 っ た りする可 能性 が 非 常に 高 い と感

じ て 履修 し て お り、授業に 対す る履修意欲 と学習モ チ ベ ー
シ ョ ン が 高 い 学生 ば か り で あ っ

た 。 回答記述 は 日本語 で もい い と い う条件 をつ けた に もか かわ らず結果的 に は学生 全員が

英語 で回答 した とい う こ とで 、こ こ で も英語 を使 うモ チ ベ ー
シ ョ ン が 高い こ とが うか がえ

る。

　授業の ど の側面が学生 に ど の よ うな影響 を与 えた か に つ い て 、 具体的 に述 べ る 。
ア ン ケ

ー ト実施後 の 半構造化 聞き取 り結果 か ら、多 くの 学生はゼ ミの 資料の 英訳 をす る こ とに よ

っ て ゼ ミ研 究 へ の 理解が深 ま っ た と答えた。それに 加 え て 、実社会に 出る前に real 　werld

tasks （例 ： 職場 交 渉通訳 、ビ ジネ ス プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン 通 訳 、ビ ジネ ス レ タ
ー

の 英訳等〉

を授業中で シ ミュ レーシ ョ ン で きた こ とに よっ て 、自信が つ い た とい う声が少な くなか っ

た 。

　学生の コ メ ン トか ら読み 取れ るよ うに、就職活動に有利 な自己 ア ピー
ル 点や 実際に職場

で 英語が使 える就職先 を目指 した い とい う声か らすれば、学生が 当授業の 実用性か っ 有用

性 を感 じて い る こ とも考え られ る。つ ま り、学生 の モ チ ベ ー
シ ョ ソ に応 え よ うとする こ と

が い か に重要 な ことがわ か る 。
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VI．結論 と今後の 課題

　本稿で は ， ESP 型 の 特 徴 を重視 し た授業の 有用性 を検証す る試 み で 著者が 担 当する 実務

英語 （上 級英語 A ）、職場 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キ ル （上 級英語 B ） の 流れ を述 べ た上 で 、

学生 に よる学期末の 学習モ チ ベ ー
シ ョ ン や授業への 期待の 回 答記述 に つ い て 述 べ て きた が、

こ こ で 有用性 が 明 らか にな っ た 点 と今後の 課 題 に つ い て ま とめ る こ とにす る。

　まず、有用 である と学生が感 じた点 は回答記述 の 結果 で示 され て い る。学生 の 高い 学習

モ チ ベ ーシ ョ ン に応 える必要性が あ る こ とは言 うま で もない
。 学生の 学習 モ チ ベ ー

シ ョ ン

が最も高 い と こ ろ は、同様 に 、習得 した ス キ ル を実用的に 活か した い と い うキ ャ リア に直

結 した英語職 業志向型 モ チベ ーシ ョ ン が高い とい うこ ともア ン ケ
ー

トの 回答で示 され た 。

モ チ ベ ー一一・シ ョ ン 以外 に、言語修得 の 視点 か ら見て み る と 、
real 　world 　tasks は習得 した ビ ジ

ネ ス 英語 の 正 しい 使 い 方 を覚え させ るた め に役立 っ た。それ に 加 え て 、学科 科 目 との シ ナ

ジ
ー

を はか るた め と い う現代 GP の 目的に 合わせ て 、ゼ ミ資料 の 英訳 を期末 レ ポー トとす る

工 夫 も し た
。 半構造化 聞き取 りで は 、こ の 工 夫が学生に と っ て ゼ ミ に対する知識 を深 め さ

せ る こ とに つ なが っ た こ と が 明 らか に なっ た。　 し か し、ESP 型 の 授業実施に は 、学生 自

身が 習得 した英語 の ス キ ル を、どの よ うに 、ま たは どの よ うな職種 に使 い た い か を あ る程

度認識で きて い ない とモ チ ベ ー
シ ョ ン を持た ない とい う限界が ある。逆に言えぱ 、学生 は

自分 自身で 学習 ニ
ーズ を感 じて い る場 合は モ チ ベ ーシ ョ ン が高 く、授業に対す る期待 も大

き くなる （Dudley−Evans ＆ St．　John ，1998； 鹿野，2008）。学生の コ メ ン トを見る と、ESP

ア プ ロ
ー

チ の 手法 を重視 し た授業デ ザ イ ン の選択 は 、 学生 モ チ ベ ーシ ョ ン をあげ るの に 役

立 ち、有用で あ っ た と
一

般的 に受 け 止 め られ た こ と が 示 唆 され た。

　一方、授業外で の 宿題 （シ ャ ド
ー

イ ン グ等） の 管理 と監視が十 分 できなか っ た た め、自

律学習 へ の 意識を高 める こ とが出 来 た か の 点で は課 題が残 っ た。通訳や 翻訳 の ス キ ル は も

ちろん 、語 彙力を高 め るには授業だけを受けれ ば い い とい うわ け ではな い 。それ を踏 まえ

て、今後の授 業改善 とし て 自律学習ジ ャ
ー

ナ ル （授業外で 自律的に 実施 した ノ
ー

トテイ キ

ン グ の 練習の 頻度や 実施に よ る新 し い 語彙 リス トの 作成な どを記 録 する もの ） を取 り入れ

る こ とを考慮する必要 が ある。そ の よ うな指導を取 り入 れ る こ とに よ っ て 、卒業後 で も学

生 が習得 した実用的なス キル を さらに 自律的に高め る こ とに 繋が る で あ ろ う。 最後に、今

回 の 実践記録 は筆者が担当 して い る授業を対象に し た もの で あ り、筆者が実施 したア ン ケ
　　　　　　　　　　　　　　 の
一

ト、半構造化 聞き取 りと観察 の 結果 を述 べ て い る こ と 自体は主観的で ある。今後 は、ESP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ

理論 の 特徴 を重視 した授業デザイ ン が学生 の モ チ ベ ー
シ ョ ン と有用性 へ の 意識 に ど の よ う

な影響 を もた らすか を調 査 し た他 の 研 究 を参考に し 、 学部教育 目標 と言語習得 の シ ナ ジー

をは か る授業 を展開 し て い きた い
。
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